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  公益財団法人乃村文化財団 

2026年(財団 2025年度)NCF 空間ディスプレイアワード 
受賞作品講評 

 

＜最優秀賞 １件＞ 

Aw 2608 
【作品名】 Sea World Line ~水族館への移動をより楽しく~ 
【制作者名】 楢本雄貴 ナラモト ユウキ 
【大学・学部】  多摩美術大学 美術学部建築・環境デザイン学科 橋本研究室 
【賞金額】   10万円 
【講 評】 
都心から離れた水族館の体験を更に豊かにするために、東京駅から始まる旅のシークエンス
となる列車・駅舎・バスと地域をデザインし、水族館までの人コミュニケーションを豊かにし学び
や発見につなげ、新たな移動体験の楽しみを提案するもの。モノのデザイン性が強調される
ことで、子供目線の空間づくりに向き合い、利用者のワクワク感を助長させる工夫や実現の
可能性などが評価できる。 

 
＜優秀賞 ５件＞ 
Aw2607 
【作品名】  日常的な美術館と開かれた展示室の提案 

【制作者名】  赤本成輝 アカモト セイキ 
【大学・学部】  多摩美術大学 美術学部建築・環境デザイン学科 橋本研究室 
【賞金額】   5万円 
【講 評】 
街から繋がり通り抜けることのできるアーケー ドを持った美術館の提案は、ユニークな設定で
ある。市内の 2 本のサイクリングロードアーケードで繋ぐ試みで、 建築、インテリア、都市空
間を分断せず、環境要素を取り込んだランドスケープの一部として再定義し新たな空間ディ
スプレイのあり方の提示は、博物館が抱える資料の保存と展示という相反する責務をどのよ
うに譲歩しつつ実現できるかという積極的な提案としてもとらえることができ、展示室をカジュ
アルな親しみやすい印象にしている点などが評価できる。 
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Aw2609 
【作品名】  ネリヤカナヤを巡り、学ぶー奄美大島全体をキャンパスとする観光大学－ 

【制作者名】  興 優花  オキ ユウカ 
【大学・学部】  京都女子大学 家政学部生活造形学科 是永美樹研究室 
【賞金額】   5万円 
【講 評】 
神宿る理想郷としてネリヤカナヤと称される奄美大島がもつ、目に見えない世界観や文化
的空間構造を学びの資源とし、観光・教育・地域文化を結びつける分散型の観光大学の
提案。島全体を拠点とした空間体験による学生・観光客・住民の交流による生きたディスプ
レイを創出しようとするもので、着想が面白く、設計のコンセプト（「ネリヤカナヤ」の思想）が、
作品にしっかりと落とし込まれており、地域の特性と建築物の調和がある点などが評価できる。 
 
 
 
Aw2621 
【作品名】  捨象して、知覚する。 
【制作者名】  舟井 葵  フナイ アオイ 
【大学・学部】  大同大学 工学部建築学科 船橋研究室 
【賞金額】   5万円 
【講 評】 
建築基準法に定められた二項道路を異なる視点（視覚に依存した空間認知と潜在的知
覚機能）から、新たな住空間と公的空間を同時に創出しようとする試み。利便性や機能
性の発展に伴い失われてきた人々の知覚に直接働きかけるとともに、知覚の変化そのものを
コミュニケーションの再編と捉え、インタラクティブな空間の豊かさを追求するものであり、他者
の介入で捉え方が変化する空間のアイディア（みなし境界線）に着目した発想が秀逸で、
コンセプトと空間に齟齬がない点などが評価できる。 
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Aw2623 
【作品名】  五代目藤田家の継承人として 

【制作者名】  藤田拓実 フジタ タクミ 
【大学・学部】  大同大学 工学部建築学科 船橋研究室 
【賞金額】   5万円 
【講 評】 
岐阜県山形市の無形民俗文化財指定の伝統芸能「柿野獅子神楽（かきのししかぐ
ら）」の担い手不足と空き家問題に対し、継承宗家の家屋を「地域の学び舎」として小学
校の付属施設へと機能転換し、地域ニーズに対応可能な公共空間ディスプレイを提案する
作品。空き家の丁寧な実測にもとづく改修と伝統文化継承を地域ぐるみで試みることに実
現の可能性がある点などが評価できる。 
 
 
Aw2624 
【作品名】  杜と暮の 1880 の翻訳者 
【制作者名】  河村 篤 カワムラ アツシ 
【大学・学部】  大同大学 工学部建築学科 船橋研究室 

【賞金額】   5万円 
【講 評】 
過疎化する愛知県一宮市の「真清田神社前繊維街」を対象地とする人と商い・地域社会
との関係を更新する商業ディスプレイ空間の提案。神社と町を隔ててきた奥行き
1880mm の高塀を活かし、都市とインテリアを横断する「開かれたディスプレイ」として定義
し、地域に新たな関係と体験を創出しようとするもので、既存の建物に、新たな木造の構造
体を挿入し、世代を超えて更新され続ける点などが評価できる。 
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＜奨励賞 ３件＞ 
 
Aw2605 
【作品名】 五感がひらく森計画 

【制作者名】   岡本晏実 オカモト アミ 
【大学・学部】 金城学院大学 生活環境学部環境デザイン学科 弓立研究室 

【賞金額】   3万円 
【講 評】 
本作品は、愛知県南部に位置する渥美半島と知多半島に囲まれ三河湾に面する海辺の
町、愛知県蒲郡市の魅力を最大限に活かし、自然と五感と空間デザインを結び付けた「体
験型空間」を独創性ある設計により提案し実現しようとするもの。コンセプトと仕掛けがマッチ
しており、身体性に着目した空間提案などが評価できる。 
 
 
 
Aw2606 
【作品名】 あそびが生み出す文化の道 
【制作者名】   永峯小雪 ナガミネ コユキ 
【大学・学部】 多摩美術大学 美術学部建築・環境デザイン学科 田嶋研究室 
【賞金額】   3万円 
【講 評】 
道路という都市の基盤空間をあそびのあるまちに開かれた空間として再構築を試みるもの。
あそびの要素である身体的行為、余白としての遊び、文化を生む行為を再定義し、空間設
計の概念と骨格として都市スケールに展開することで人々の行為や関係性を生み出す空
間を提案する新たな公共空間の可能性を提示。単に緑の空間にするというだけでなく、浸
水災害対策も考え、将来の状況も見据えるなど、よく考えられている点などが評価できる。 
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Aw2622 
【作品名】 潮風の輪郭－自生的秩序を詠む－ 
【制作者名】  三輪天音 ミワ アマネ 
【大学・学部】 大同大学 工学部建築学科 船橋研究室 
【賞金額】   3万円 
【講 評】 
知多半島西岸に位置する愛知県常滑市の風土からなる潮風対策をコミュニケーション手
段として空間構築する試み。地域保育園を計画対象とし、地域産業の常滑焼を骨材とす
るなど、社会と風土、人をつなげる都市ディスプレイ空間の提案をするもの。潮風から建築を
設計する発想は面白く、地域の課題、自然特性を多角的にふまえ、力強い空間としてまと
め上げている点などが評価できる。 

 

 

 

 

 

以上 


